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長野県主要農作物種子審査に係る基準及び方法 

 
 

29農技第  号 
平成 30年３月 30日 

第１ 趣旨 
  この基準及び方法は、主要農作物の優良種子の確保のため、長野県主要 
農作物の種子生産に係る基本要綱（平成 30年３月 30日付け 29農技第 
596号。以下「基本要綱」という。）の第８に定めるもののほか、必要な 
事項を定める。 

 
第２ 基本事項 
 １ 種子生産用種子 
 （１）（省略） 
 
 （２）（省略） 
 

（３）（省略） 
 
 

 
２ 種子生産ほ場 
（１）種子を生産するほ場は、前作に種子生産が行われている作物と同じ作 

物を栽培する場合には、前作の収穫後１年以上を経過していなければな 
らない。ただし、前作に同一作物の同一品種の種子の生産が行われ、異 
品種混入の理由により不合格となっていない場合又は収穫後の漏生種 
子の芽生を除草剤等により的確に処分している場合にはこの限りでな 
い｡ 

（２）（省略） 
 

 

主要農作物種子法第 4条第 5項の 

規定による審査の基準及び方法 

 
昭和 62年 9月 21日付け 

長野県告示第 614号 
第１ 基本事項 

１ 審査の対象となる種子の種類 
 次の３種類とする。 
(1) 原原種 
(2) 原種 
(3) 一般種子 

２ 種子生産用種子の取扱い 
(1) 原原種を生産するために用いる種子生産用種子は、生産する品種の

育成者又はその者の所属する機関の直接の管理のもとに適正に生産
され、当該育種者又は当該機関が適正と認める旨の書面が添付された
育種家種子又は系統別に保存されている原原種とする｡ 

(2) 原種を生産するために用いる種子生産用種子は、原原種とする｡ 
(3) 一般種子を生産するために用いる種子生産種子は、原種とする。た

だし、一般種子の生産を緊急に行う必要がある場合、災害により原種
の供給が困難となった場合等で、知事が特に認めた場合には原原種又
は一般種子を用いることを妨げない｡ 

３ ほ場の隔離 
(1) 同一のほ場に、前作に種子生産が行われている作物と同じ作物を栽

培する場合には、前作の収穫後 1年以上を経過していなければならな
い。ただし、前作に同一作物の同一品種の種子の生産が行われ、異品
種混入の理由により不合格となっていない場合又は収穫後の漏生種
子の芽生を除草剤等により適格に処分している場合にはこの限りで
ない｡ 

(2) 隣接の同一作物のほ場は、用排水路、けい畔、垣根、裸地等によっ
て区分され十分な距離が確保されていなければならない。ただし、出
穂又は開花期が異なる品種が隣接している場合又は周縁に同一品種 
が栽培されている場合にはこの限りでない｡ 
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第３ ほ場審査の基準及び方法 

１ 審査の時期 

審査時期 

 種類 
第 １ 期 第 ２ 期 

稲及び麦類 出 穂 期 糊 熟 期 

大   豆 開 花 期 成 熟 期 

そ   ば 開 花 期 成 熟 期 

 
２ 審査基準 
(1) 合格基準 

 

 
審査 
項目 

 
種類 

変種､異
品種又は
異種類の
農作物 

雑 草 
種子伝染性
の病害 

種子伝染性
の病害以外
の病害虫又
は気象被害 

農作物の
生育状況 

稲及び 
麦 類 
大 豆 

混入して
いないこ
と 

発生のな
いこと 
 

り病してい
ないこと 
 

り病又は発
生が軽微な
こと 

特に異常
な生育を
示してい
ないこと 

そ ば 〃 
そば：発
生が軽微
なこと 

そば：り病又
は発生が軽
微なこと 

〃 〃 

(注１) 変種とは、審査対象品種のうち異変を生じている個体をいう。ただし、当該変異が 

農作物の生産上特に支障のないものであり、当該品種に通常発生し、かつ、他の品種 

と同程度に発生するものであって、当該品種に由来することを当該品種の育成者又は 

育成機関が明らかにしているものを除く｡ 

(注２) 異種類の農作物とは､異なる種類の農作物をいう｡ 

(注３) 種子伝染性の病害とは、次の表に掲げるものをいう｡ 

 
第２ ほ場審査の基準及び方法 

１ 審査の時期 

審査時期 

 種類 
第 １ 期 第 ２ 期 

稲及び麦類 出 穂 期 糊 熟 期 

大   豆 開 花 期 成 熟 期 

 
 
 

２ 審査基準 
(1) 合格基準 

 

 
審査 
項目 

 
種子 
の種類 

変種､異品
種又は異
種類の農
作物 

雑 草 
種 子 伝
染 性 の
病害 

種子伝染性の
病害以外の病
害虫又は気象
被害 

農作物の生育
状況 

原 原 種 

混入して
いないこ
と｡ 

発生の
ないこ
と｡ 

り 病 し
て い な
いこと｡ 

り病又は発生
が軽微なこと｡ 

特に異常な生
育を示してい
ないこと｡ 

原  種 〃 〃 〃 〃 〃 

一般種子 〃 〃 〃 〃 〃 

(注１) 変種とは、審査対象品種のうち異変を生じている個体をいう。ただし、当該変異 

が農作物の生産上特に支障のないものであり、当該品種に通常発生し、かつ、他の 

品種と同程度に発生するものであって、当該品種に由来することを当該品種の育成 

者又は育成機関が明らかにしているものを除く｡ 

(注２) 異種類の農作物とは､異なる種類の農作物をいう｡ 

(注３) 種子伝染性の病害とは、次の表に掲げるものをいう｡ 
 



 

新新新新 旧旧旧旧 

 

項目 

種類 
種 子 伝 染 性 の 病 害 

稲 ばか苗病､心枯線虫病 

麦  類 黒穂病類､斑葉病､条斑病､粒線虫病 

大  豆 ウイルス性病害､黒痘病､紫斑病 

 
３ 審査方法 
（１）（省略） 
 
 
（２）（省略） 
 
 
（３）（省略） 

 
 
 
 
 

（４）抽出審査 
 種子伝染性の病害以外の病害虫及び気象被害で、前号の達観審査に
より判定困難なものについては、ほ場におけるうねを無作為に５箇所
以上を抽出（１箇所につき、水稲及び大豆の場合は実株で 20株、麦類
及びそばの場合は１.５メートル間隔の茎数を抽出する。）して精密な審
査を行う｡ 

 
 
 
 

 

項目 

種類 
種 子 伝 染 性 の 病 害 

稲 ばか苗病､心枯線虫病 

麦  類 黒穂病､斑葉病､条斑病､穀実線虫病 

大  豆 ウイルス病､黒痘病､紫斑病 

 
３ 審査方法 
(1) 審査の単位 

 審査は、農道、けい畔、垣根、周縁作物等で明確に区分されたほ場
を１単位として行う｡ 

(2) 全株審査 
 変種、異品種及び異種類の農作物並びに種子伝染性の病害について
は、全株について審査を行う｡ 

(3) 達観審査 
 雑草、種子伝染性の病害以外の病害虫若しくは気象被害又は農作物
の生育状況の程度については、ほ場 1単位ごとに周囲を回りながら、
あぜから内方へ３メートル程度までの区域及び適宜ほ場に立ち入っ
て自己を中心として半径３メート程度の区域を注意深く見渡し、農作
物の外観を審査し、発生、り病又は生育の程度を判定する｡ 

(4) 抽出審査 
 種子伝染性の病害以外の病害虫及び気象被害で、前号の達観審査に
より判定困難なものについては、ほ場におけるうねを無作為に５箇所
以上を抽出（１箇所につき、水稲及び大豆の場合は実株で２０株、陸
稲及び麦類の場合は１.５メートル間隔の茎数を抽出する。）して精密
な審査を行う｡ 
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４ 審査項目別判定基準 
（１）（省略） 
 
 
 
（２）（省略） 
 
 
（３）種子伝染性の病害（そばは除く） 

審査ほ場単位ごとに被害株が１株でも混入している場合は不合格と 
する｡ 

（４）種子伝染性の病害以外の病虫害又は気象被害 
達観審査により被害程度が 20パーセント（稲穂首いもち病及び麦類 
赤かび病にあっては５パーセント）以上のものは不合格、無被害のもの 
は合格とする｡ 
被害程度が 20パーセント（稲穂首いもち病及び麦類赤かび病にあっ 

ては５パーセント）未満のものについては抽出審査を行う。抽出審査の 
結果、しょう葉又は茎葉の被害程度が軽微で、稲及び麦類にあっては穂 
に、大豆にあってはさやに、そばにあっては子実に被害を認めず、被害 
株の除去等適切な処置を取れば種子として使用して差し支えないと認 
められるものは合格とする｡ 

（５）（省略） 
 
 

５ その他 
（１）審査に当たっては、必ずしも第１期及び第２期の審査のみでは適正な 

審査を実施することが困難であるから、特に、稲及び麦類にあっては幼 
穂形成期に、大豆及びそばにあっては発芽期及び開花期前等に、必要に 
応じて予備審査を行って審査の判定に万全を期する｡ 

（２）（省略） 
 

 
 
 

 
４ 審査項目別判定基準 
(1) 変種、異品種又は異種類の農作物 

 審査ほ場単位ごとに変種、異品種又は異種類の農作物が１株でも混
入している場合は不合格とする。ただし、混入していても抜き取った
場合は合格とする｡ 

(2) 雑草 
 雑草の除去等適切な処置をとった場合又は種子として使用に差し
支えないと認められるものは合格とする｡ 

(3) 種子伝染性の病害 
 審査ほ場単位ごとに被害株が１株でも混入している場合は不合格
とする｡ 

(4) 種子伝染性の病害以外の病虫害又は気象被害 
 達観審査により被害程度が２０パーセント（稲穂首いもち病及び麦
類赤かび病にあっては５パーセント）以上のものは不合格、無被害の
ものは合格とする｡ 
 被害程度が２０パーセント（稲穂首いもち病及び麦類赤かび病にあ
っては５パーセント）未満のものについては抽出審査を行う。抽出審
査の結果、しょう葉の被害程度が軽微で、稲及び麦類にあっては穂に、
大豆にあってはさやに被害を認めず、被害株の除去等適切な処置を取
れば種子として使用して差し支えないと認められるものは合格とす
る｡ 

(5) 農作物の生育状況 
 整一健全であって種子として次点が認められないものは合格とす
る｡ 

５ その他 
(1) 審査に当たっては、必ずしも第１期及び第２期の審査のみでは適正

な審査を実施することが困難であるから、特に、稲及び麦類にあって
は幼穂形成期に、大豆にあっては発芽期及び開花期前等に、予備審査
を行って審査の判定に万全を期する｡ 

(2) 審査は、好天日を選び、早朝及び日没を避ける｡ 
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第４ 生産物審査の基準及び方法 

１ 審査の時期 
 審査は、容器を密封する直前に行う。ただし、審査上必要な場合には、
収穫後から包装・出荷までの期間の必要な時期に更に審査を行うことがで
きる｡ 

２ 審査基準 
(1) 合格基準 

審査 

項目 

 

種子 

の種類 

最低限度 最  高  限  度 

発芽率 
（％） 

異品種粒 異種穀粒 
雑草種子 
（％） 

種子伝染
性の病害
以外の病
虫害粒 
（％） 

種子伝染

性病虫害

種子（％） 

稲 90 
含まない
こと 

含まない
こと 

0.2 0.5 ０ 

麦類 80 〃 〃 〃 〃 〃 

大豆 〃 〃 〃 0.0 10.0 〃 

そば 90 〃 〃 0.0 0.5 ― 
 

 
第３ 生産物審査の基準及び方法 

１ 審査の時期 
 審査は、容器を密封する直前に行う。ただし、審査上必要な場合には、
収穫後から包装・出荷までの期間の必要な時期に更に審査を行うことが
できる｡ 

２ 審査基準 
(1) 合格基準 

審査 

項目 

 

種子 

の種類 

最低限度 最   高   限   度 

発芽率 
(パーセン

ト) 
異品種粒 異種穀粒 

雑草種子 
(パーセン

ト) 

種子伝染性
の病害以外
の病虫害粒 
(パーセン

ト) 

稲 

原原種 90 
含まない
こと｡ 

含まないこ
と｡ 

0.2 0.5 

原 種 〃 〃 〃 〃 〃 
一般 
種子 

〃 〃 〃 〃 〃 

麦 
類 

原原種 80 〃 〃 〃 〃 

原 種 〃 〃 〃 〃 〃 
一般 
種子 

〃 〃 〃 〃 〃 

大 
豆 

原原種 〃 〃 〃 0.0 10.0 

原 種 〃 〃 〃 〃 〃 
一般 
種子 

〃 〃 〃 〃 〃 

 
 
 
 
 



 

新新新新 旧旧旧旧 

 
(注１) 表中の比率は、発芽率を除き、全量に対する重量比とする。 

(注２) 発芽率とは、審査対象品種の純種子粒（成熟粒、未熟粒及び被害粒（種子の内容が 

センチュウの虫えい、又は菌体によって置き換わっているもの、稲及び麦類の場合、 

粒の原形の２分の１以下のもの、大豆の場合、粒の原形の２分の１以下のもの及び子 

葉が１枚以下のもの並びに種皮が完全に離脱したものを除く。）をいう。以下同じ。） 

に対する正常発芽粒（稲及び麦類にあっては十分かつ健全に発達した種子根、茎及び 

第１葉（しょう葉から２分の１以上抽出したものに限る。）を有し、かつ、種子に著し 

い衰弱がない芽生を生じた純種子粒を、大豆にあっては十分かつ健全に発達した一次 

根、茎（展開した２枚の子葉を有していたものに限る。）、２枚の初生葉及び頂芽を生 

じた純種子粒をいう。）の粒数割合をいう。 

(注３) 異品種粒とは、審査対象品種の純種子粒を除いた当該主要農作物の種類（稲にあっ 

ては、水陸稲別及びもち、うるち別の種類に区分した場合の当該稲の種類をいう。(（注 

４）において同じ。)の純種子粒をいう。 

(注４) 異種穀粒とは、当該主要農作物の種類を除いた他の農作物の純種子粒をいう。 

(注５) 種子伝染性病虫害は、第３の２の（１）にあるものを指す。 

 
 

３ 審査方法 
（１）（省略） 
 
 
 

（２）（省略） 
 

 
(注１) 表中の比率は、発芽率を除き、全量に対する重量比とする。 

(注２) 発芽率とは、審査対象品種の純種子粒（成熟粒、未熟粒及び被害粒（種子の内容 

がセンチュウの虫えい、又は菌体によって置き換わっているもの、稲及び麦類の場 

合、粒の原形の２分の１以下のもの、大豆の場合、粒の原形の２分の１以下のもの 

及び子葉が１枚以下のもの並びに種皮が完全に離脱したものを除く。）をいう。以下 

同じ。）に対する正常発芽粒（稲及び麦類にあっては十分かつ健全に発達した種子根、 

茎及び第１葉（しょう葉から２分の１以上抽出したものに限る。）を有し、かつ、種 

子に著しい衰弱がない芽生を生じた純種子粒を、大豆にあっては十分かつ健全に発 

達した一次根、茎（展開した２枚の子葉を有していたものに限る。）、２枚の初生葉 

及び頂芽を生じた純種子粒をいう。）の粒数割合をいう。 

(注３) 異品種粒とは、審査対象品種の純種子粒を除いた当該主要農作物の種類（稲にあ 

っては、水陸稲別及びもち、うるち別の種類に区分した場合の当該稲の種類をいう 

（（注４）において同じ。)の純種子粒をいう。 

(注４) 異種穀粒とは、当該主要農作物の種類を除いた他の農作物の純種子粒をいう。 

(注５) 種子には、種子伝染性の病害粒を含んではならないものとする。 

 
 

３ 審査方法 
(1) 審査の単位 

 審査は、１個袋を単位として行う。ただし、機械的に十分均質化さ
れた荷口を作成することが可能な場合には、抽出審査又はばら審査を
行うことにより当該荷口を１単位として行うことができる｡ 

(2) 審査の種類及び方法 
 荷口の作成方法、審査場所の状況等を勘案して、次のいずれかの方
法を採用する｡ 
ア 毎個審査 

 １個袋ごとに抜き取り、審査する｡ 
イ 抽出審査 

 審査場所の状況を勘案して、次の移動法又は静置法により審査す
る｡ 
(ｱ) 移動法 
ａ 連続して作製される審査対象個袋を、原則として 100 個以

上について毎個審査を行い、不良個袋率（審査の基準に適合 
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しないものの比率をいう。以下同じ｡）を決定し、不良個袋率が
5.05パーセント以下の場合に限りｂの審査を行う。 

ｂ 合格個袋（審査の基準に適合するものを行う。以下同じ｡）
が連続して次の数に至るまで毎個審査を行う。もし、当該数
に至る前に不良個数が見い出されれば、新たに次の個袋から
数え始め、毎個審査を続ける。 
 不良個袋を合格個袋と取り換える場合 43個 
 不良個袋を取り除く場合   44個 

ｃ 合格個袋がｂの数に至った場合には、次の個袋から 10個ご
とに区切り、この各抽出区切から無作為に１個抽出して審査
し、当該個袋が合格する限りこの審査を続ける｡ 

ｄ ｃの審査で不良個袋が見い出されれば、次の区切からｂの審
査に戻るものとする｡ 

(ｲ) 静置法 
ａ 均質な荷口を構成する個袋群から、次の表の左欄に掲げる個
袋数ごとに中欄に掲げる個袋数を無作為に抽出し、審査する｡ 

荷口中の個袋数 抽出個袋数 不良個袋数 
50個以上 17 個 0 個 
51～100 33 1 
101～200 60 3 
201～300 83 5 
301～400 100 6 
401～500 110 7 
501～600 125 8 
601～800 140 9 
801～1,000 150 10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ 審査の結果、不良個袋数がａの表の右欄の個袋数を超えな 
いときは、当該荷口を合格とする。当該個袋数を超えるとき 
は、毎個審査に切り換えるものとする。 

ｃ 不良個袋は、取り除くものとする｡ 
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（３）発芽率の測定方法 
  ア 発芽率の測定に使用する試料の数量 

発芽率を測定するための試料は、測定対象ごとに 1区 100粒、４ 
反覆分 計 400粒を用意する｡ 

イ 測定条件 
主要農
作物の
種類 

発芽床の
条件※１ 

温度※２ 
測定日※３ 

休眠打破法※４ 第 1
回目 

最終 

稲 
ろ紙の上､
間 又 は 砂
の中 

25℃恒温、
又は 20℃16
時間と 30℃
８時間の変
温 

５ 14 

予熱処理(50℃､7 日
以内)､又は水若しく
は１規定硝酸に浸漬
(24 時間) 

麦 
類 

大麦 
ろ紙の間､
又 は 砂 の
中 

20℃恒温 ４ ７ 

予 熱 処 理 (30 ℃ ～
35℃､7 日以内)､予冷
処理(5℃～10℃､7 日
以内)､又は 0.05％の
ジベレリン溶液若し
くは 0.2%硝酸カリウ
ム水溶液に浸漬 

小麦 
ろ紙の上､
間 又 は 砂
の中 

〃 ４ ８ 〃 

大豆 

ろ紙の間､
砂 で 覆 っ
た紙の上、
又 は 砂 の
中 

25℃恒温、
又は 20℃16
時間と 30℃
８時間の変
温 

５ ８ ― 

そば 
ろ紙の上､
又 は ろ 紙
の中 

20℃恒温 ４ ７ ― 

 

 
ウ ばら審査 
(ｱ) 施設において連続的に処理され、自動試料採取装置を設置して

いる場合においては、経時的、経量的に審査対象荷口の重量の
1,000分の１以上の試料を採取する｡ 

(ｲ) (ｱ)以外の場合であって、大型の出荷容器を用いる場合にあって
は、穀刺又は採取器で審査対象荷口の５箇所以上から試料採取の
位置が偏在しないように試料を採取する｡ 

(ｳ) (ｱ)又は(ｲ)の方法により採取した試料は、均一であることを確認
した後、試料均分器又は四分法により縮分して審査対象試料を作
成し審査する｡ 

 
(3) 発芽率の測定方法 
ア 発芽率の測定試料の採取 

 発芽率を測定するための試料は、測定対象ごとに 1 区 100 粒、
４反覆分 計 400粒を採取する｡ 

イ 測定条件 
主要農
作物の
種類 

発芽床の
条件 

温
度 

測 定 日 
休 眠 打 破 法         
その他の留意事項 

第 1
回目 

最 
終 

稲 
ろ紙の上､
間 又 は 砂
の中 

25
℃ 

5 14 
 予熱(50℃､7 日以内)､水
又は１規定硝酸に浸漬(24
時間) 

麦 
類 

大麦 
ろ紙の間､
又 は 砂 の
中 

20
℃ 

4 7 

 予熱(30℃～50℃､7 日以
内)､予冷(5℃～10℃､7 日以
内)､又は 0.05 パーセントのジ
ベレリン(ＧＡ3)溶液に浸漬 

裸麦 〃 〃 〃 〃 〃 

小麦 
ろ紙の上､
間 又 は 砂
の中 

〃 4 8 〃 

大豆 
ろ紙の間､
又 は 砂 の
中 

25
℃ 

5 8 ― 
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※１ 照光条件で行うことが望ましい。 
※２ ±２℃の範囲に温度変化を留める。 
※３ 休眠打破を行った期間は含まない。第１回目の測定日は、品種の特性等に応じて３

日以内の適切な幅を設定する。砂を用いて検査を行った場合で７～10日以内に終わる

ものについては第１回目の算定を省略してよい。また、最終の測定日は過ぎないよう

測定を行うが、検査期間を延長することが適当と考えられるときは７日まで検査期間

を延長することができる。 
※４ 発芽率の評価に必要な休眠打破法については、上述のどの方法あるいはどの組合せ

も用いることができる。また、必要に応じて、別途、科学的根拠に基づいた手法を選

択できる。 
 

ウ 発芽率の測定結果の計算と誤差の取扱い 
（ア）平均発芽率は、４反復で測定した結果の平均を百分率で整数（端 

数は四捨五入）として算出。 
（イ）その際、各反復の最高値と最低値の差が次の表の４反復の誤差の 
最高限度以下であればそのまま用い、差が誤差の最高限度を超える 
場合は、再測定を行う。 
 
 
 

 

平均 
発芽率 
（％） 

測定区間 
誤差の 
最高限度 

平均 
発芽率 
（％） 

測定区間誤
差の最高限
度 

平均 
発芽率 
（％） 

測定区間 
誤差の 
最高限度 

99 
98 
97 
96 
95 
94～93 

５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 

92～91 
90～89 
88～87 
86～84 
83～81 
80～78 

11 
12 
13 
14 
15 
16 

77 
76～73 
72～71 
70～67 
66～64 
63～56 

17 
17 
18 
18 
19 
19 

 

 

 
 

 
(注１) 温度は、上下１度の範囲に留めなければならない｡ 

(注２) 発芽は、照光条件で行うことが望ましい｡ 

(注３) 測定日には、休眠打破を行った期間は含まない。第１回目の測定日は、１日から 

３日までの幅を持ってもよい。発芽率の測定は、最終の測定日を過ぎて行ってはな 

らない。 

 
 
 
 
 
 

ウ 測定結果の計算と誤差の取扱い 
(ｱ) 発芽率の測定結果は、４側定区の平均を百分率で整数（端数は
四捨五入）として計算する｡ 

(ｲ) 発芽率の測定結果は、測定区の最高値と最低値の差が次の表に
掲げる４測定区間の誤差の範囲内であれば、そのまま用い、これ
を超える場合には、最高値と残りの３測定区の値の差が次の表に
掲げる３測定区間の誤差の範囲内であれば、最低値を除いた上位
３側定区の平均値を用いるものとする。差が誤差の範囲を超える
場合には、再測定を行うものとする｡ 

 
平均発芽率 
(パーセン

ト) 

測定区間誤差の 
最高限度 

平均発芽率 
(パーセン

ト) 

測定区間誤差の 
最高限度 

4 測定区間 3 測定区間 4 測定区間 3 測定区間 
99 5 ― 84～86 14 13 
98 6 5 81～83 15 14 
97 7 6 78～80 16 15 
96 8 7 77 17 15 
95 9 8 73～76 17 16 

93～94 10 9 71～72 18 16 
91～92 11 10 67～70 18 17 
89～90 12 11 64～66 19 17 
87～88 13 12 56～63 19 18 
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（４）異品種粒、異種穀粒、雑草種子及び種子伝染性の病害以外の病虫害粒 

の測定方法 
ア 測定試料の採取及び分離 

 測定試料は、１測定単位につき稲 50ｇ、麦類 100ｇ及び大豆 500
ｇを採取し、純種子粒、異品種粒、異種穀粒、雑草種子、種子伝染
性の病害以外の病中害粒及びその他の内容物に分離する｡ 

イ 測定及び測定結果の処理 
 重量を少数点第１位までのグラム単位で秤量する｡ 
 

４ その他 
（１）（省略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）異なる荷口同士を混入して新たな荷口を作成する場合には、種子の品 

種が同一である場合に限るものとする。また、種子の階級が異なる荷口 
同士を混入する場合には、混合して作成された荷口は、混合した荷口の 
うち最も低い階級と同じ階級に属するものとして審査しなければなら 
ない｡ 

 

 
(4) 異品種粒、異種穀粒、雑草種子及び種子伝染性の病害以外の病虫害 
粒の測定方法 
ア 測定試料の採取及び分離 

 測定試料は、１測定単位につき稲 50グラム、麦類 100グラム及
び大豆 500 グラムを採取し、純種子粒、異品種粒、異種穀粒、雑
草種子、種子伝染性の病害以外の病中害粒及びその他の内容物に分
離する｡ 

イ 測定及び測定結果の処理 
 重量を少数点第１位までのグラム単位で秤量する｡ 

４ その他 
(1) 審査に先立って、種子の調製を行うための施設及び設備について、
次の項目を確認する｡ 
ア 調製に当たって混種が起こらないような方法が採られているこ
と｡ 
イ 調製中に種子の出所及び由来が常に確認できるようになってい
ること｡ 
ウ 調製作業の責任及び種子の搬入・搬出に関する記録が適正に保存
されていること｡ 
エ 調製作業の責任者が確保されていること｡ 

(2) 異なる荷口同志を混入して新たな荷口を作成する場合には、種子の
品種が同一である場合に限るものとする。また、種子の階級が異なる
荷口同志を混入する場合には、混合して作成された荷口は、混合した
荷口のうち最も低い階級と同じ階級に属するものとして審査しなけ
ればならない｡ 

 



 


